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し々りょうのそうこうあんぜんせい 車両の走行安全

性 (英) running safety of rolling st田k

1 定 義

ここで L 、う車両とは鉄道車両をいい，鉄道車両が脱線するこ

となく線路上を走行するための安全の程度を車両の走行安全性

と L 、う 。ただし， 車両の脱線をもたらす原因と しては線路故障，

信号機の故障，他の車両との衝突等多くの原因があるが， 一般

に車両の走行安全性と称するときには， 車両自体の走行中の運

動が不安定になって車輸フランジがレールを乗り越えて脱線す

る場合のみを対象とする。

2 走行安全性を示す指標

走行安全性を示す指標として脱線に対する安全の限界値，い

わゆる脱線係数が広く用いられている。これは車輪とレーノレと

の間に働 く横圧Q と輪重P との比であり(図ー1) .この値が一定

値以上になると車輸がレーノレに乗り上がって脱線を起こす。こ

の限界は次のとおりである。

(1) 持続的な横圧が作用する 図ー1 車輪・レール聞に働〈力

場合の安全限界 持続して作用

する横圧について，脱線に対す

る前記のQ と P との比の限界値

は最も簡単には次式で与えられ Q 

る。
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脱線に対する Q と P との比の限界値

α 車紛のフラ γ ジ角度

μ: 車輪 と レー ノレとの聞の摩僚係数

現在わが国で一般に使用されている車輸の路面形状では，フ

ラ γ ジの角度は約 60。であり，摩擦係数を 0.25 と仮定すると

(;)JI03 と なる。実際には，摩擦係数は車輪とレ ールとの
接触状況により変動し，また，車輸のフラ γ ジ角度も使用中に

変化する等のことから，安全率を見込んで， 横圧と輪重と の比

の許容限界を 0.8 と している。

(2) 衝撃的な横圧が作用する場合の安全限界 前項で与えら

れる限界値は，作用時間の長い持続的な横圧が作用する場合に

適用されるも のであっ て， 衝撃的に車輪フ ランジがレ ーノレに衝

突して起こ る脱線の場合には適用されない。このときの横圧輪

重比の限界値は，横圧の作用時間が短くなるに従っ て高 くな る。

この関係はまだ明らかではなし 、が， 一つの関係式として次式が

提出されている。

(;'lMn一三)=005 一一cr -'--t 1+μtan α 

(飢 衝撃的な横圧による脱線に対する Q と P の比
の限界値

t 検圧の作用時間(秒)

その他の記号は前項と同じ

この式は横圧の作用時聞が 0.05 秒以下の衝撃的な場合のみ

に適用される も のであり ，これに前項の (;)J08 を適用し

て許容値(~y
¥P! allow 

(~X1l0W =ザ
としている。
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図-2 脱線に対する Q/P の許容限界
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以とを総合 して現在一般に使われている行容限界を示す と ，

図 2 のようになる 。

3 走行安全性を低下させる要悶

百Îj項に述べた よ うに，横圧と輸重とのLtが大きくなると走行

安全性が低下する。これは械圧が大きくなり，輪重が小さ くな

ることによ ってもたらされるが，次に，横圧が橋大し，輪宣主が

減少する要因をあげる。

(1) 横圧別大の要因

7 車両方:曲線で転向する と き車輪とレ ーノレとの問に生じる

すべり

イ 車両の振動および，だ(蛇)行動

ウ 軌道の狂い， 特に通 り狂い

(2) 輪重減少の要因

ア 曲線の設定カン トに対する不均衡速度

イ 車両の娠動および，だ行動

ウ 軌道の狂い，特に水準狂い

これらの中で，横庄の駒大あるいは総重減少に特に大きい影

響を与えるのは，車両のだ行動，ならびに軌道の通りあるいは

水準の連続した正弦波状狂いである。この両者は相互に助長し

合うときもあるが，このような場合に横圧給量比が階大する。

以上の点から ， 車両の走行安全性を向上するために， 車両の

構造上から，だ行動防止をはかり，また，軌道の適切な保守を

行なうことが必要となる。(小山正直)

し伊りょうようゆし 車両用油脂 燃料油(ガソリ γ ・

軽油 ・ 重油等)を除いた車両の運転および検査に使用する油脂

類をいう。車両の計十動面の摩耗防止と，摩擦抵抗によるエネル

ギ損失を少なくするため，それぞれの車両の給油箇所に応じ，

最も適当と考えられる油脂を使用している。これらの油脂は 日

本固有鉄道規格 (JRS) および日本工業規格 (JIS) によって定め

られている。そのおもなものは次のとおりである。

1 "7 "ンン油 蒸気機関車 ・客貨車等の走行部に使用する。

2 '/リ γ ダ油 蒸気機関車等の蒸気にふれる高温の箇所に

用いる。

3 ディーセソレエ γ ジ γ油 ディーセケレ機関車 ・ 気動車等の

ディーセソレ機関車に用いる。

4 ギヤ 一拍 車両の高速， 高荷重歯車装置に用いる。

5 トルクコンパータ油 ディ ーゼノレ車両の動力伝達装置に

用いる。

その他高速回転部分の軸受等に用いる各種グリ ー スをは じめ，

車輸の摩耗を防止するために用いるフランジ塗油器用油等その

種類は，数十種類にわたっている。(水回淳一)
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